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　光の森町民センターで運動をするときや習い事をする
ときは、託児サービスをご利用ください。
■日時　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　午前９時～正午、午後１時～午後５時
※保護者が光の森町民センター内の施設を利用している

時間帯に限ります。
■対象者　町在住の満１歳３カ月以上の未就園児
※未就園児は保育園・幼稚園に行っていない児童です。
■費用　１人１時間につき 500円（１時間未満の利用の

場合は１時間分）
■利用方法　事前の登録が必要です。利用予定の１カ月

前から３日前までに、菊陽町こども医療費受給者証を
添えて、「託児登録書（※）」をご提出ください。登録後、
利用予定の３日前までに「託児利用票（※）」をご提出
ください。

※町ホームページからダウンロードできます。
■定員　５人
■申し込み・問い合わせ
　光の森町民センター　
　子育て支援センター
　☎（237）6575

光の森町民センター利用者をサポート
託児サービスをご存じですか

　平成24年10月～平成27年９月の３年間に限り、過去10
年以内の納め忘れた保険料を納められる後納制度があります。
■メリット
◦年金の受給資格が得られる可能性があります。
◦将来受け取る年金額を増やせます。
■利用できる人
◦10年以内の保険料で未納期間（免除・納付猶予を除く）や

国民年金未加入期間がある20歳以上60歳未満の人
◦任意加入中の保険料に未納期間がある60歳から65歳未満

の人
◦年金受給資格がなく任意加入中の65歳以上の人
※老齢基礎年金受給中の人は利用できません。
■後納の注意事項
◦原則古い期間の保険料から納めることになります。
◦平成24年度以前の保険料には一定の加算額がつきます。
◦申し込んでも審査で承認を受けられない場合があります。
■問い合わせ　
　町民課　年金係　　☎（232）4914
　熊本西年金事務所　☎（355）3261

平成27年９月30日で終了
国民年金保険料の後納制度
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楽しいときはあっという間

　日本に来て過ごした２年間は、あっという間で
した！英語で「Time flies when you’re having 
fun.」「楽しいときはあっという間！」ということ
わざがあります。
　初めは、アメリカからきた妻も日本語が話せない
ので不安を感じていました。しかし、私も妻もたく
さんの人々に支えられ、快適な生活を送りました。
　菊陽町は施設が充実していて、緑が多く、とても
住みやすいところです。さんさん温泉に行ったり、
すばらしい桜の花を眺めたりと感動と驚きの連続で
した。

皆さんと出会い、過ごした時間は宝物

　主に保育園や小学校、中学校で英語を教えました。
みどり園、さくら園、なかよし園、白菊園の園児た
ちは、いつも元気が良く驚きました。菊陽北小、菊
陽西小、菊陽中部小、菊陽南小学校の児童は、分か

らない英語を理解しようと努力していました。その姿
に感動しました。菊陽中学校の生徒や先生は、私を学
校の一員として接してくれました。西部町民センター
で教えた英会話教室は、大変貴重な経験でした。
　２年間過ごしていて気付いたことがあります。それ
はコミュニケ―ションを取ることが外国語学習で最も
重要だということです。生徒や子どもたち、菊陽町の
人々と積極的に情報交換して楽しみました。皆さんと
出会い、過ごした時間は私の宝物です。

もう一つのふるさと、菊陽町

　日本で旅行している時、「どこの出身ですか」とよ
く聞かれました。その時「熊本県菊陽町出身です！」
と答えていました。私のもう一つのふるさとは菊陽町
です。
　アメリカに帰国した後は国際関係の仕事をします。
そしていつか日米関係を発展させるために日本に戻っ
てきます。再び皆さんに会える日を楽しみにしていま
す。またね！ ロブ先生より　

Robert George
ロバート・ジョージ

菊陽北小学校でゲームをしながら英語を
教えたロバート。子どもたちから「ロブ
先生」と親しまれ、この日も大人気。み
んなの笑顔がはじける授業でした。

また会いましょう、菊陽町！


